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協0め Na H+ > 一一一→，
Me3SiCl 2込→め3あ→A









(1力(1却は、一般的なケトンとは異なり、[1， 2J Shift は起こさず、極めて高収量でケトンの(1， 3J Shift 
による生成物を与え、合成上興味ある反応であることを見い出した。
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素を得、また不飽和 7 員環ケトンに対する付加反応によって種々のピシクロ [3 ， 2 ， 2J ノナン系化合物
の合成法を確立した。これらの化合物の光化学反応においてべンゾトリシクロ [4 ， 2 ， 2 ， 02 ，5J デカトリ
エン系化合物は di- 7l'-methane 型の転位をおこすことを巧みな重水素標識実験で、明らかにした。また、
従来、エキソーメチレン基をもっ化合物の光化学反応、は三重項励起では進行しないことが一般に認めら
れ free rotar の仮説として知られていたが、架橋ピシクロ化合物の場合には光増感の条件でも転位を
おこすという新しい事実を見出して、光化学反応を合成に応用する際の有用な指針と反応機構解明に
対する重要な結論を得ている。さらに、 β， y- 不飽和ケトンが三重項励起でカルボニル基の1 ， 2- シフ
トをむこすという一般則も架橋ピシクロ化合物には適用されず、定量的に1 ， 3- シフトによる生成物を
与えることを確認した。
以上の如く、斬新な考えの下に各種の架橋ピシクロ化合物を合成すると同時に、この光化学反応を
研究することによって新しい型の反応を見出しだものであって、有機合成化学、有機光化学の両分野
に対する貢献は大きく、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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